
タ

◇1．　広報・利用の手引追録申込について

　　広報を継続配布希望の方には、広報の最後に差し込んでいる広報発送カード（広報yb1．5

　柘1まで添付）を返送していただくζとに茂つて●りましたが・同発送カードの返送がなく

　広報配布の希望もあ⑦まずので再度原簿の整理を行ザたいと思＠1tず。　∵，、

　今後、広報●よホ刺用の手引追録等配布を希望される方は、差し込みの申込書に必要嘉項を

　ご記入のうえ｝り0月10日迄に・九大大型計算機セy’マ共同利用掛宛送付して下さい・

　筒、返送のない方は、原簿から消しまずので、御了承下さい．

◇2　処理プログラムのレベルアツプについて

　　0ぬ凪蟹の障害等で随分御迷惑をおかけ致し1tしたがべ9月22日（火）よりレベ〃アツ

　　プされた処理プログラムを使用しまず．ただし下記のものは障害でずので使用を禁止しまず．

　注意して下さい．

　　FORTRムN

　　Φ　opTION叉のOMIT指定でサプルーチンの元ξラメータρ数をチエソタしない場今も

　　　呼ぶ側のパラメータの数が呼ばれた側のパラメータの数より少ないと．熱呼んだステー

　　　　トメントの次のステーEメントφ嘆行されません．

　　　例

　　　　　　メイン

　　　　　　　C▲LL　　，8UB、（▲，B）

　　　　　　　CALL　　8UB（CgD）4r－一ζの文が実行古れない・

　　　　　　サ　ブ

　　　　　　　i；；1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1一　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



②E一タイプ（OPTION　OMITで計算しているもの）でDOのパラメータは整変

　数または整定数だけしか使えません。

③D・E一タイプで同じREAD文でデータを読込んだ変数を配列の添字式に使用でき

　ません。

　　例　　READ（5，10）　1，（U（LK）・K＝1・10）

④　ID・E一タイプで多重代入文が使用できません。

⑤　1）一タイプで文関数の仮引数を配列の添字に使用した場合、正常な結果が出てきません

　ん。

⑥文関数に文番号があると正常にコンパイルされません。

⑦複素定数に誤った記述があるとコンパイル時に障害となる乙とがありまず。

　　　CALL　　SUB（A、（0、0，X））

⑧　文字定数OHを使用するとコソパイル時に障害となりまず。

　　なお、①へ④は45年12月末に、また⑤一⑧は45年10月末に修正される予定で

　ず．

ALGOL
①関数を手続きとして用いたとき、エラーメツセージが出ません。

②指数部の書式＋3ZDで符号が最左端の数字の前に表示されません。

　なお、上記2っの障害は45年10月末に修正される予定でず。

◇5　コントロールカードの変更

　（1）＄LIEDRUNのパラメータの変更

　　o　FORTRAN入力カード印刷のためにQDLIST＝ONを使用して頂いておりました

　　　が、このパラメータを9月22日よりなくしまず。

　　　CALL　QDI．IST（・・・…　，の方を利用してください。

　　o　ELMNAME＝・実行開始プログラム名（省略時　PRG．MAIN）

　　　　をSTARTPROGRAM＝実行開始プログラム名（省略時　PRG．MAIN）

　　　　というパラメータに変更しまず。

　　o　FLNAME＝プアイル名の指定をなぐしまず。（RBLINKGO参照）

　（2）＄RBLINKGOの追加

　　＄RBLINKGO　　〔NOLIST〕　〔，MAII〕　〔，　FLNAME＝プアイル名〕
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　　　　　　　　　　〔，STARTPROGRAM≒実行開始プ・グラム名〕〔．　EBNAME

　　　　　　　　　　＝実行形式プログラム名〕　〔，COMPILEニN（カ　〔，MAINPR－

　　　　　　　　　　OGRA〕M二＝FIL司

　これはプアイルに登録したRBを使用してジヨプの結合、実行をさせるためにのみに使用

できるマクロです。

＄LIEORUN　FLNAME＝プアイル名　にかわるものでず。

o　MAINPROGRAM＝・FILE　　プアイルに登録した主プログラムのRBを利用し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　てジヨプを実行ずる時に指定してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（但しCOMPILE＝＝NOの指定がある場合には不

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要です。）

o　COMPILE＝NO　　　　　　　　プアイルに登録したRBのみでジヨブの実行をず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る時に指定してください。

o　STARTPROGRAM＝実行開始プログラム名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行開始のプログラムのエレメント名が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　PRG．MAIN以外の時には指定してください。

◇4，　X－Yプロッタの使用について

　　8月末の機器構成がえにより、X－Yプロツタが使用できるようになりましたので・9月

　22日（火）より下記の要領で利用者に開放します。

　　o　FORTRAN．　ALGOLでのみ使用を認めます。

　　o　当分の間、特殊ジヨブとしまず。

　　　　（ただし、返却がCジヨプなみの特殊ジヨブですが、場合によつてはターソアラウン

　　　ドタイムが長くなる事もありまずので御了承ください。）

　　o　当分の間、X－Yプロツタの出力にっいての利用負担金はとりません。

　　なお、X・－Yプロッタ利用のための資料はセンター第一受付、第：二受付に用意しておりま

　すので、必要な方は請求してください．

◇5．　コァ容量の大きな特殊ジヨブの取り扱いについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　　9月22日より、特殊ジヨブで使用できるコア容量の最大値を100K語までとします。
　　　　　　　　　注）
　ただし、goK語以下のジヨプで、依頼書にgoK語以下の数字が明記されているものにっ

　いては、返却がCジヨブ並みの特殊ジヨブになりまず。
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注）　この数字は今後のシステムにより変動がある事を御了承ください．

＜＞6　ソースフアィルの登録利用について

　　　8月末の機器構成がえによりプアイル装置が若干増強されましたので・ソ～スフアイルの

　登録利用のために共用ボリユーム（D．021　ディスク装置）を9月22日より開放しま

　　ず。

　　RB，EBと同じく、こs当分の問は実験使用といたしまず。

　　な泊、データフアイルにっいてはまだでず。今後のセンターニユースに御注意ください。

　　1．利用時の制限

　　（1）登録できるプアイル個数……1コ／利用者あるいはグループ　　　　　　　制限1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ただしRB，EBプアイル利用者であつてもよい）

　　（2）フアイルの大きさ…・・…・…利用者　60トラック（カード2700枚まで）　　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ200トラツク（カード9000枚まで）

　　（5）ボリユーム割り当て方法……九大外利用者を優先ずる。　　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボリユームに余裕のある限り認める。

　　（4）保存期間・・…・‥……九大内利用者・登録日より40日　　　　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九大外利用者・グループ　2グ月

　　　（5）ジヨプによる制限　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

種別 A
’

B C 1）

登　　　録 × ○ ○ ○

追　　　加 × ○ ○ ○

削除、消去 × ○ ○ ○

変　　　更 × ○ ○ ○

実　　　行 ○ ○ ○ fO

×　できない。

O

（6）障害処理……‥……こS当分の間は利用者に再登録して頂く事になりまず・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

（7）プアイル名のつけ方……・…ファイル名は英数字と・（ピリオド）から　　　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　なる18叉字（ただし、ピリオドとピリオドの間の文

　　　　　　　　　　　　　　　　字数は8文字まで）で最後の5文字は自分の課題番号

　　　　　　　　　　　　　　　　下5桁でないといけません。

　　　　　　　　　　　　　　　　（実際のプアイル名はQU．SC．が頭につきまずの
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　　　　　　　　　　　　　　　　で特殊ジヨプでFD文を書く時には注意してくださへ）

付表）　ソースカード（言語は関係ありません。80欄カードの事）とトラツク数の関係

カード
（枚数） 450 900 り，550 1，800 2，250 2，700 十450

トラック
（トラツク数） 10 20 50 40 50 60 十10

注）　なお、上の制限1、7は解除される事もありまずので今後のセソターニユース等に

　　　注意して下さい“

2．利　用　手　続

　　九大内利用者　　　センター第一受付に申し込んでください。

芝㌘用蓼）セ〃靖二受付に申し込んでください・

5　次のようなコントロールカードが用意されていまず。

①登録　　　　　　 ＄CATLOG

②追加　　　　　　　＄APPEND
⑨　削除、消去　　　　　　　　　　　　＄DELETE

④更新　　　　　　＄UPDATE
⑤　プアイルの内容の印刷　　　　　　　＄PRINT

⑥プアイルのディレクトリの印刷　＄DRTYLIST

⑦翻訳、結合、実行　　　　＄COMPGO
　注）　MTの指定もできるようにしていまずが、利用できるのは私用ボリユームMTのみ

　　　で、特殊ジョブでのみ使用を認めまず。（当分の問）

（1）　ソースフアイル処理マクロ

パ　　　　ラ　　　　メ 一　　　　タ

口内 マ　ク　　　名
ディスク．MT共通 M　　T　　の　　み

FLNAME＝ニフアイル名 NEWMTVOLNO＝＝ボリユー
ム通番

登録 ＄CATLOG 〔，MACROSTEP＝ステツプ番号〕

，DEVICEKIND：＝MT
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パ　　　　ラ　　　　メ 一　　　　タ

内　容 マ　　ク　　ロ 名

ディスク．MT共通 M　　T　　の　　み

”→

OLDFLNAME二旧プアイ
ル名

FI」NAME＝ファイル名 ，OLDMTVOLNO＝＝ボリユ

追加 ＄APPEND 〔，MACROSTEP＝ステツ 一 ム通番

プ番司 ，NEWMTVOLNO＝ボリュ
一 ム通番

，DEVICEKIND＝MT

FLNAMEニニフアイル名

削除
消去 ＄DELETE

〔，MACROSTEP＝ステツ
ブ番司

〔，ELMNAME＝エレメント

注）　］UTプアイルには使えな

　　い・

名，・…，一）〕

OLDFLNAME＝＝旧フアイ
ル名

FLNAME＝＝フアイル名 ，OLDMTVOLNO＝＝ボリユ

更新 ＄UPDATE 〔，MACROSTEP＝＝ステツ 一ム通番

プ番号〕
，NEWMTVOLNO＝ボリユ

一 ム通番

，DEVIC冗KIND＝：】随T

FLNA「ME＝＝プアイル名

内容 〔，MACROSTEP＝ステツ AlTVOLNO＝ボリューム通番
の ＄PRINT プ番司

印刷 〔，ELMNAME＝ ，DEVICEKIND＝＝MT
（エレソト名，・…，…・）〕

FLNAMEニニフアイル名

ディレ

クトリ ＄DRTYI、　I　ST

〔，MACROSTEP＝ステツ
プ番司

MTVOLNO＝ボリューム通番

の印刷
SC ，DEVICEKIND：＝MT

，TYPE・＝RB
EB

パラメータの説明

　FLNAME………・プアイル名を記入。英数字と・（ピリオド）からなる18文字
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　　　　　　　　　　　　　　以内の文字列（・と・の間の文字数は、8文字まで）で下位

　　　　　　　　　　　　　　5文字は課題番号下5桁を必ず使用ずること。

　　　　　　　　　　　　　　例QDALUSER．oo565

MACROSTEP・・…・…・ジヨブ単位で同一マクロを複数個使用ずる場合に必要で3桁

　　　　　　　　　　　　　　以内の数字

　　　　　　　　　　　　　　例　　＄UPDATE　　　FLNAME＝＝A．　o　o　l　o　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄UPDATE　　　FLNAME・＝・A・00100・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MACROSTEP＝＝1

DEVICEKINI）・・◆・…・MTに登録ずる場合に必要でMTと記入ずる。

OI．DFLNAME・・。・・・・…　旧プアイル名を記入ずる。

NEWMTV◎LN6・……・新ボリユームのボリューム通番を記入ずる．

OLDMTVOLNO・・・・・…　旧　　　　　　　　　”

　　　　　　　　　　　　　　MTの場合、同一ボリユーム上に追加や変更ができないので

　　　　　　　　　　　　　　新ボリェームに新ファイル（プアイル名は新、旧一致しても

　　　　　　　　　　　　　　かまわない）を作成しなければなりません。

ELMNAME・…・………あるいくっかのエレメントの削除やその内容を印刷ずる場合、

　　　　　　　　　　　　　　エレメント名を記入ずる。

MTVOLNO・・…　‥・。・・‥・フアイルの内容を印刷ずるときやディレクトリを印刷ずるとき

　　　　　　　　　　　　　　きそのプアイルの入っているボリユームのボリユーム通番を

　　　　　　　　　　　　　　記入ずる．

TYPE・……・・……・6・＄DRTYLISTのみに使われるパラメータでプアイルの形

　　　　　　　　　　　　　　式を示ず。

　　　　　　　　　　　　　　iボii｝嘘㍍なる）
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（2）ソースフアイルの翻訳、結合、実行のためのマクロ

内　容 マクロ名 パ　　　　ラ　　　　メ　　　　ー　　　　タ

〔NOLIST〕　〔，］随AP〕

FLNAME＝フアイル名　　〔，MACR《）STEP＝ステツプ番司

翻訳
〔，RI3＝＝RBファイル識別番号ヨ　〔，EB＝EBプアイル識別番司

結合 ＄COMPGO 〔，RTARTPROGRAM琴実行開始プ・グラム勾
実行

〔，MTVOLNO＝ボリエーム通葡

〔，王）EVICEKIND：＝MT〕

〔，1・ANGUAGE＝ALGOI・〕

パラメータの説明

　　STARTPROGRAM・…実行開始プログラム名を記入ずる。英数字と・（ピリオド）

　　　　　　　　　　　　　　　　からなる8文字以内の文字列．

　　　　　　　　　　　　　　　　省略したときはPRG．MAINとなりまず．

　　FLNAME・…・‥・⑪。・⑪ソースフアイル名を記入ずる。

　　MACROSTEP・………＄COMPGOを複数個使用ずる場合に必要で5桁以内の数

　　　　　　　　　　　　　　　　字。

　　LANGUAGE…　………ALGOLプログラムを翻訳、結合、実行ずるときALGOL

　　　　　　　　　　　　　　　　と記入する。FORTRANは不要．

　　MTVOLNO・・・・・・・・・・・…　ソースフアイルがMTにあるときそのボリエーム通番を記

　　　　　　　　　　　　　　　　入ずる．

　　1）EVICEKIND・…　。…　MTプアイルを使用ずるとき。

4．　利用例（詳しくは・「FACOM　250－60　LIBE文法編を参照して下さい。）

①＄CATLO（め使用例

　　④　ディスクの場合

　　　　＄CATLOG　　FLNAME＝A．　o　o　l　o　o

　　　　EDIT　　　　DDNEWO，＞K（エレメント名）

ソースブ・グラムカード　　｝福3芸乏く詩と
タ群

EiDIT／　　　米（エレメント名）

ソースプログラムカード
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　　　　：
　　　　：
　　　　：

　　EDIT／

　　FIN

◎　MTの場合

　　＄CATLOG　　PLNAME＝］MT．oo200

　　EPIT　　　　MTNEWO，＊（エレメント名）

ソ…・グラムカード コ
E…）ITI／　　　　）K（エレメント名）

ソースプログラムカード
1

　　　　　　：
　　　　　　：
　　　　　　：

　　　FIN

　　　　注）　DDNEWO，MTNEWOは必ず上のように書いてください。

②　＄APPENDの使用例

　④　ディスクの場合

　　　＄APPEND　　FLNAME＝二A．ooloo

　　　EDIT　　　　　DDOLDO，）K（エレメント：名）

ソースプログラムカード ］

EDIT／　　　米（エレメント名）

ソースプログラムカード

　　　　　　：

　　　　　：
　　　　　　：

　　EI）IT／
　　　　　　’

　　PIN

　　　A．oolooというプアイルにELM5，ELM4が追加されまず。

◎　MTの場合

　　＄APPEND　　　FLNAM猛＝＝MT．　o　o　500，01．…）FLNAME＝MT．oo200，／

　　　　　　　　　　　　δ1．靭随TVOLNO＝QURo　o　1，NEWMTVOLN在＝QURo　o　2，／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－9一



　　　　　　　　1）EVICEKIND：＝MT

EDIT　　　　MTNEWO，MTOLDO，＞K（エレメント名）

ソースプログラムカード

EDIT／　　　　　）K（エレメント名）

ソースプログラムカード

　　　：

　　　：

　　　：

EDIT／

FIN

　　MTの場合、旧ボリユームに追加ずることができませんので新ポリユームが必要に

　　なってきます。プアイル名は旧フアイル名と同一でもかまいません。

③＄DELETEの使用例（ディスクのみ）

　④　プアイル消去の場合

　　　＄DELETE　　　　FLNAME＝＝A．　o　o　l　o　o

　㊥　あるエレメントを削除

　　　＄DEI．ETE　　　　FLNAME＝A．ooloo，ELMNAME二（EL］M1，

　　　　　　　　　　　　　　ELM2）

　　　　　　A．ooloOというプアイルからELMりとELM2を削除ずる．

④＄PRINTの使用例

　④　全内容印刷

　　　＄PRINT　　　　FLNAME＝二A．00100

　㊥あるエレメソトの内容印刷

　　　＄PRINT　　　FLNA1鷺E＝MT．oo200，ELMNAME＝＝（ELM2，

　　　　　　　　　　　　　EL’M3）／

　　　　　　　　　　　　　DEVICEKIND＝＝MT

　　　　　　MTプアイルMT．00200からELM2，ELM5の内容を印刷ずる。

⑤　＄DRTYLISTの使用例

　　　　＄DRTYU　ST肌NAME－｛金士．；；；；；｝，TYPE－SC，／

〔，MTVOLNO・＝QURoo1〕　，　DEVICEKIND＝＝MT〕
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　　　　　　A．00100（MT．00200）プアイルに存在している全エレメント名を印

　　　　　　刷ずる。

⑥＄UPDATEの使用例

　　ソースプログラムの更新はカード識別番号をもとにして行なわれまず。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72　　　　　　　　　　　80

×××　　　9　9　9　9　9
一ノ　し一一一＿一一ノ
識別番号　　継続番号

　カード識別番号

A．ディスクの場合

　　＄UPDATE　　FLNAME＝B．ooloo
　　＄FD　UPDAT酬ACR。STEPパラメータで綻しぶ一SYSIN，＊

　　以下制御文が続く

　注）　指定のない時“　　UP｛）ATE－SYSIN，＊　でいsが

　　　　MACROgTEP＝nとした場合には、　UPDATEn－SYSIN，）K

　　　　としなければなりません。

　制御文の書き方

④　原文の置き換え、挿入

　　1欄
占PDATE　DD。LD。（ELM1）．．エレメント名．．ELM＿p　d。te

UPDATE／　　　＞K（ELM2）　　　　　エレメント名・・EL］M2のup　date

　　　：
　　　：
　　　：

UPDATE／

FIN
　識別番号、継続番号とも一致したとき置換え、識別番号が一致し、継続番号が
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　　　　一致しなかったとき挿入が行なわれまず．

㊥　原文の削除

　　UP・DATE　　　　DI）OLDO・（ELM1）

DELETE　　　　　ABC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a

　　UPI）AT耳／　　　X（ELM2）

　　DELETE　　　　OpQooloo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

　　DELETE／　　　XYZoo500－XYZoo950　　　　　　　　　　c
　　　　：

　　　　：
　　　　：

　　UPDATE

　　FIN

　　　　a…・エレメントELM1のうちABCを識別番号とずる一組の原文をずべて削

　　　　　　　除ずる。

　　　　b・・。・エレメソトELM2のうちOPQoolooをカード識別番号とずる原

　　　　　　　　文を削除ずる．

　　　　c・…　エレメントEI．M2のうちXYZoO500からXYZOO950まで

　　　　　　　　の原文を削除ずる．

　　　　エレメント名はアルフアベツト順に指定しなければいけない．　かっエレメン

　　　　ト内の更新もアルフアペツト順に指定しなければいけない。

◎　原文の追加、挿入

　　UPDATE　　　　　DDOL｛）o（ELM1）

　　BEFORE　　　　　ABCoo500

ABCoo500

ABCoo400
END

AFTER　　　　　　ABCoo500
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EFG－・／

a

b
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UP｛）AT］町／　　　　＞K（⑥LM5）

AFTER　　　　　UVWo　l　o　o　o

END
　　：

　　：

　　：

UPDATE／

FIN

UVWolool

UVWO　1002
C

　　　　a・…ABCoO500をカード識別番号とずる原文の前に追加あるいは挿入ず

　　　　　　　　る。

　　　　b・…ABCoo500をカード識別番号とずる原文の後に追加あるいは挿入ず

　　　　　　　る。

　　　　c…・UVWOlooOをカード識別番号とずる原文の後に追加あるいは挿入ず

　　　　　　　る。

⇔　原文の再順序付け

　　UPiDATE　　　　DDOLDO（ELM1）
　　RENUMBER　　／TOP山ABCooooo，10・・・・・・・・・・・・…　……　…・・……　a

　　UPDAT珂／　　　）K（ELM2）
　　RENUMBER　　UVWo　o　250山XYZoo250・・・………・…・・・・・・・……・b

　　UPDAT］町／　　　X（EI．M5）

　　RENU1肥ER　GHIooloo－GHIo1200uUVWooOoo，100・…c　　　　：
　　　　：
　　　　：
　　　　：

　　UPDATE／
　　　　　　　’

　　FIN

　　　　a・…　エレメントELM1に対し、それのずべてのステツプにABCooooo

　　　　　　　を最初めカード識別番号として10間隔（省略した場合10）で増加させ

　　　　　　　ながら置き換える。

　　　　わ…・エレメソトELM2に対し、　UVWo　o　250をカード識別番号とする原

　　　　　　　文のカード識別番号をXYZoO250で置き換える。

　　　　c・…　エレメントELM5に対し、GHIoOlooからGHIo1200・まで
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　　　　　　　の原文をUVWooOOOを始めとして100間隔で増加させながら置き

　　　　　　　換える。

　　　　間隔は5桁以内の10進数、省略したとき10

　B．MTの場合

　　　＄UPDATE　　　FLNA］y1E＝MT．oo300，0LI）FLNA］随E＝MT．00200，

　　　　　　　　　　　　　NOWMTVOLNO＝＝QVWo　o　1，

　　　　　　　　　　　　　OLDMTVOLNO＝QURoo2．DEVICEKINI＞＝MT

　　　＄FD　　　　　　UPDATE－SYSIN，）K

　　　以下制御文が続く．

　　　制御文の書き方はDDOLDOがMTOLDoに変わる以外はディスクの場合と同

　　　様でず。

⑦ソースプログラムプアイルを利用しての翻訳、結合、実行

　　＄COMPGOを使用して下さい。

　　　〔例1〕

　　　A．00100

へ翻訳　　　結合　　　実行　結　果
　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一一一一一一一一「〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EBソース　　　　　　　　RB
プアイル　　　　　　　フアイル　　　　　　　フアイル

　　壬）．021

　　　＄CO】随PGO　　MAP，FI、NAME：＝A．00100，ELMNAME＝（エレメント

　　　　　　　　　　　名，・・・・・…　）

　＄JEND
内容にっいて不明な点がありましたら、センター研究開発室（センター内線Teユ27）

まで御連絡ください。

一 14一


